
子ども・若者

若者の居場
所が少ない

勉強、音楽、
ダンスできる
ような施設が
少ない

活動できる
場所はある
が、活躍でき
る場所がな
い

公園で遊ぶ
とうるさいと
言われる（球
技ができな
い）

大人も若者
のことを理解
できていな
い（若者の実
態を知らな
い）

気軽にベビー
シッターを雇
えたらよい

部活の地域
移行による
送迎が大変

SNSは想像
以上に危険

SNSによる
見えないいじ
めがある

SNSにより、
孤立感が高
まる

若者の自殺
率が高い

こどもの送迎
のため、親は
働けない

放課後の時
間をもっと有
効活用する
べき

放課後クラブ
に入っている
子が多い

お金がかか
る施設が多
い

こども・若者
に対して優し
さが不足して
いる

大人が厳しす
ぎる

親が子ども
をコントロー
ルしがち

子どもをもっ
と放っておい
てほしい

子どもが自
分で選択で
きるようにす
べき

失敗できる
体験の場を
提供すべき
（失敗から学
ぶことが多
い）

失敗を怖がっ
ている子ど
もが多い

やりたいこと
が分からな
い子どもが
多い

長野にいて
も、農業体験
をしたことが
ない子が多
い

長野市で子
育てするメ
リットがない

ゲームをして
遊ぶ子が多
い

大人に余裕
がないため、
若者支援に
手が回らな
い

子どもが遊
ぶ姿を見なく
なった

子どもが遊
べる公園を
もっと整備し
てほしい

子どもたち
は、長野市へ
の帰属意識
がない

長野市の風
土、魅力を
知っている子
どもが少な
い

自分のまちに
愛着を持って
いる子が少
ない

子どもたち
自身が地域
のことを考え
られるように
したい

結婚、子育て
が大変という
イメージを持
つ若者が多
い

子育てをす
ると気を遣う
ことが多い

子育てが大
変で、出産を
希望しない人
が多くなる

大人になって
から分かる長
野市の魅力
を若者は知
らない

管理される
と自由度が
なくなる

保育園が狭
そう（園庭も
狭い）

若者がのび
のびできる
環境が欲しい

子どもは
SNSで非常
に神経を使っ
ている

大学にある
ような開放ス
ペースを地域
の中にも欲し
い

10代が気軽
に遊べる場
所が少ない

大人がいる
場所に若者
がいると迷
惑がられる

こども、若者の
居場所に関する意見

こども、若者の⻑野市に
対する気持ちに関する意見

子育てに関する意見

支援したい人
が支援先に
つながる場
がない

子ども食堂
のような施設
がもっと必要

支援をしたく
ても、どうし
たらよいのか
分からない

子ども食堂
がどこにある
か分からな
い

就職等将来
に対する不
安がある

若者の貧困
への支援が
必要

金銭面でやり
たいことが制
限される

障害のある
子とそうでな
い子の生活
が別々になっ
ている

障害を持った
子と触れ合
わないため、
理解が進ま
ない

学校によって、
アルバイトの
制限がある

SNSやいじめに
関する意見

若者の貧困・支援に
関する意見

若者にとって
の幸せが何
か、聞く必要
がある

若者の声を
聴く機会・制
度がない

大人はもっと
若者の健康
について考え
るべき

大学等で自
分の興味の
ある分野を
履修できな
い

大学側が履
修できる分
野を規制して
いる

農業の体験
をしたことが
ない子ども
が多い
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教育

教員が命を
預かることへ
の対価が低
い

教員免許を
とっても、教
員として就職
しない現状が
ある

教員の
イメージが先
行している
実習に行け
ば感じるもの
がある

1年生と６年
生が同じ時間
の授業は変

紙ベースの情
報はDX化し
たほうがよい

長野市の教
育センターが
手狭

学費のため
のアルバイト
が忙しい

レポートが週
２～３
遊ぶ時間が
ない

忙しい中で時
間を作ること
が教育では
ないか。

忙しい中で時
間を作ること
も教育なの
で学生は忙し
くてよい

自由な発言
ができる環
境がない

レポートの数
が重視され、
質について
考えられてい
ない

文科省が大
学に厳しく、
補助金を受
けるため、大
学も学生に
厳しい

SasaLand
は長野市の
良い取組

フリースクー
ルに行政は
どこまでお金
をかけられ
る？

SasaLand
には行きた
い子の数％し
か入れない

不登校児童
や生徒が増
加している

公立校にも
差別化は必
要

特別支援教
育の早期化、
充実が大事

発達教育は
目に見えてこ
ない

高校は県に
任せてよい
のでは

児童・生徒の
スマホの使い
方が気にな
る

クラスLINE
からのいじめ
がある

大人がスマホ
を管理すべ
き

不登校でも
よい

フリースクー
ルが選択肢
にある

地域側も忙し
い

長野市でで
きなければ、
他市でもで
きないので
は

大人の負担
が増え、子ど
もが体験した
いことができ
なくなる

地域のクラブ
は自分で探
すシステムと
なっている

部活に入って
いない中高
生が増加して
いる

初めての子
どもが参加し
にくい雰囲気
がある

初めての子
どもが参加し
にくい雰囲気
がある

集団行動が
できない子
に対する学
校の対応が
難しい

就活と授業
の両立が難し
い

就活に対す
る企業側の
考え方を検
討してほしい

教員の魅力
を伝えてほし
い

学びなおした
い人が学校
にどう入って
いったらよい
のか。

福祉教育が
ギクシャクし
ている

学校以外に
もお金がか
かる

学びたくても
経済格差が
ある

保護者は送
迎が大変

過去、先生は
部活を通じて
生徒を管理
できていた

コロナで学校
行事が縮小し
ている

先生に温か
い現場を

異なるレベル
の学校間（小
学校⇔中学
校等）の情報
共有がなさ
れていない

先生の労働
時間の問題
が、児童へ影
響を与えて
いる

社会人での
学びがある
といい

教育は長野
市だけで変え
られるものか

教師の課題
意識で、学生
の課題意識
ではないの
では。

教職員に関する
意見

部活の地域展開
に関する意見

社会教育
に関する意見

高等教育（大学）に
関する意見

不登校、いじめ
に関する意見

デンマークで
は得意を活
かす教育が
行われてい
る

公民館など
いつでも、ど
こでも学べる
環境がある
とよい

学校教育に関する
意見

児童・生徒の
データを学校
間で共有した
ほうが良い
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福祉

認知症への
理解が遅れ
ている

高齢者が増
えていくのに、
介護は同対
応していくだ
ろうか

家での介護
は限界

介護される
姿は見せたく
ない

介護施設に
入りたくない
人もいる

人の目が気
になり、介護
送迎に来て
ほしくない

送迎している
車に、まわり
がやさしくな
い

高齢になった
とき、車が運
転できない
と不安

介護施設の
利用者が少
なくて、稼働
率が低い

高齢者は買
い物に行け
ない

福祉の情報
が簡単に入
手できるよう
になってほし
い

介護施設が
見つからな
い

家族内でも
優しさが不足
している

助けてくれる
人が周りにい
ないと不安

世代を超え
た交流のきっ
かけづくりが
大切

情報があふ
れていて、心
の満足が不
足している

福祉分野で
連携できる
仕組み作りが
大切

地域に居場
所が大切

情報共有が
効率化したこ
とで、関わり
が薄くなって
いる

孤立は福祉
だけでなく、
健康にも関
係している

医者に頼ら
ない方法を
考えないとい
けない

家が離れて
いてい、孤独
死に気づか
れない

ペットを通じ
た他者との
関わりも重要

地域でのコ
ミュニケー
ションの場を
増やしたほう
が良い

格差が生ま
れる中で、福
祉をどう考え
ていくべきか

貧困の人が
声を上げや
すくしてほし
い

小学校に入
ると、障害者
は教室が分
かれてしまう

どんな障害
に対しても優
しくしてほし
い

バリアフリー
はいろんな
人にメリット
がある

バリアフリー
が不足してい
る

障害者に値
するハード整
備を進めて
ほしい

障害ある人
がどれだけ
認知されて
いるか

特別支援に
分かれたこと
で、相互理解
が進んでい
ない

自転車用の
レーンが不足
している

障害者は就
職時に壁が
ある

福祉分野の
働き手が不
足

学生の受け
入れも難しい

支援の情報
が届いてい
ない

子どもはジェ
ンダーの壁が
ない

世代間でジェ
ンダーに対す
る考えに
ギャップがあ
る

性について
の教育が進
んでいる

人にかかわ
ることで健康
に暮らせる

コロナ以降の
つながりが途
絶えている

性に対する
相談のハード
ルを下げて
ほしい

高齢者、介護に
関する意見

地域内の関係に
関する意見

障害者、バリ
アフリーに
関する意見

人手不足や福祉
情報に関する

意見

ジェンダーに
関する意見

バス路線が
カットされて、
生活に支障
がある

病気の予防
の考えを増
やしたほうが
良い

障害者の自
立支援が大
切

福祉分野で
連携できる
仕組みづくり
が必要

小中学校で
は個性を尊
重してほしい

♡１ ♡１ ♡３

♡３♡３♡７

♡１

♡６♡１

♡３ ♡２

♡２ ♡１

♡３

♡１

♡２ ♡１ ♡４

♡２ ♡３ ♡１

♡１

♡１

♡１ ♡１

♡１ ♡３

♡の数は作業部会員が共感、気になった意見に対し、シールを貼付した数を表しています。



健康・医療

看護学校の
維持が重要

４年制の学校
はハードルが
高い

医療スタッフ
が不足してい
る

人手不足は
サービスの低
下につなが
る

長野市で働
きたいが、市
外で就職す
る人が多い

リハビリ関係
の就職先が
少ない

病院が多くて
も一定の地
域に密集して
いる

病院経営も
厳しい

産婦人科が
少ない

小児科が少
ない

精神科が少
ない

中山間地域
の医療の充
実は重要

かかりつけ
医って何？

どのようにか
かりつけ医に
なるの？

病院は多い
が、運営を
もっとうまく
できないか

精神科受診
者に対する
金銭的支援
の充実

医療面でマイ
ナンバーや
ビッグデータ
を活用でき
ないか

医療を受け
るための移
動サポートの
充実

（例）
行き救急車、
帰りはバス

健康につい
て、若者が考
える機会がな
い

高齢者でも
働く機会があ
り、生きがい
となっている

SNS情報や
日々の生活
に追われ、う
つ気味の人
が多い

心の健康を
相談できる
場所の周知
が重要

心の健康を
相談できる
場所が増え
てほしい

優しさが感じ
られない

若者の自殺
は長野県が
高い？

「こうあるべ
き」という考
えが強い

人の目を気
にしすぎてい
る

身近に運動
できる環境
が欲しい

移動手段が
車で運動不
足

楽しみながら、
日ごろから運
動したい

長野は健康
のイメージは
あるが、意外
と歩かない

健康長寿のイ
メージ

基礎体力が
低下している

公共交通の
充実が必要

女性特有の
健康への理
解促進

医療スタッフの
不足に関する

意見

市内の医療機関
に関する意見

健康に
関する意見

人手不足で
自由に休むこ
とができな
い

医療機関が
いつも混ん
でいる

精神科は多
いが新規受
診は１年待ち

医療に関す
る情報がうま
く伝わらない

♡６ ♡３ ♡１

♡１

♡３

♡５ ♡５ ♡１ ♡３

♡１

♡２ ♡４

♡２

♡１ ♡１ ♡１ ♡１ ♡１

♡１♡３♡９♡１

♡６ ♡３

♡６ ♡５

♡２ ♡１

♡の数は作業部会員が共感、気になった意見に対し、シールを貼付した数を表しています。


